
地域で「まもる」力
日
（
水
）
の
両
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
内
の
交
差
点
数
か
所
に
お
い

登
校
す
る
子
供
た
ち
へ
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け
る

故
防
止
」
の
四
つ
を
今
回
の
運
動
の
重
点
と
し
て
お
り
、
交
通
誘
導
で

力
を
入
れ
た
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
に
合
わ
せ
て
、
７
月
１
８
日
（
火
）・
１
９

の
方
々
な
ど
と
共
に
交
通
誘
導
を
実
施
し
た
。

も
の
交
通
事
故
防
止
」「
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
」「
二
輪
車
の
交
通
事

と
、「
あ
、
自
衛
隊
だ
」
な
ど
と
い
う
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
た
。
交
通

所
は
、「
自
衛
隊
を

も
活
動
を
続
け
て
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

弘
３
等
海
佐
）
は
、
７
月
１
１
日
（
火
）
か
ら
始
ま
っ
た
「
令
和
５
年
度

て
、
小
・
中
・
高
校
生
の
登
校
時
間
に
、
学
校
の
先
生
や
警
察
、
地
域

神
奈
川
県
で
は
、「
過
労
運
転
・
無
謀
運
転
の
防
止
」「
高
齢
者
と
子
ど

は
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
や
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
呼
び
掛
け
に

誘
導
の
実
施
は
、
こ
の
春
に
続
い
て
２
度
目
と
な
り
、
制
服
を
見
た
だ

横
須
賀
地
域
事
務

け
で
自
衛
隊
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
子
ど
も
達
が
増
え
て

も
っ
と
身
近
に
感
じ

き
た
こ
と
は
活
動
の
成
果
と
言
え
る
。

武山駐屯地見学

ま
た
、
駐
屯
地
見
学
の
最
後
に
は
、

横
浜
中
央
募
集
案
内
所
は
、「
自
衛

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
認
知
し
て
も

思
う
。

解
消
の
一
助
と
す
る
た
め
、
駐
屯
地
所

を
図
っ
た
。

に
尽
力
す
る
」
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と

在
部
隊
の
隊
員
と
の
懇
談
を
実
施
し
、

募
集
対
象
者
の
入
隊
・
入
校
の
不
安
を

見
受
け
ら
れ
、
募
集
対
象
者
に
対
し
て

職
業
と
し
て
の
各
自
衛
隊
の
認
知
向
上

日
頃
か
ら
の
若
い
世
代
に
対
す
る
広
報

官
の
志
願
者
獲
得
の
た
め
、
今
後
も
常

ら
う
た
め
、
広
報
活
動
の
更
な
る
充
実

の
重
要
性
を
認
識
し
、
自
衛
隊
を
職
業

自衛隊神奈川地方協力本部

駐
屯
地
見
学
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
助
教
に
よ
る

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
炎
天
下
で
の
見
学
と
な
っ
た
が
、

隊
中
部
高
射
群
第
２
高
射
隊
で
は
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
展

（
木
）
に
募
集
対
象
者
等
に
対
す
る
武
山
駐
屯
地
見
学
を
企
画
実

で
は
指
揮
通
信
車
、
野
外
炊
事
具
、
１ 

１
／
２
ｔ
救
急
車
及
び

ト
リ
オ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
見
学
は
盛
況
で
、
参
加
者
が
熱
心
に
興

　

菅
井　

如
良 

１
陸
尉)

は
、
８
月
２
日
（
水
）
及
び
８
月
３
日

軽
装
甲
機
動
車
（
Ｌ
Ａ
Ｖ
）
の
展
示
・
乗
車
、
第
１
１
７
教
育
大

心
肺
蘇
生
法
と
基
本
教
練
の
展
示
・
実
習
、
第
３
１
普
通
科
連
隊

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
須
賀
地
域
事
務
所
（
所
長
：
田
尾
雅

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部 

横
浜
中
央
募
集
案
内
所(

所
長

隊
で
は
新
隊
員
居
室
等
の
実
際
の
生
活
場
所
の
研
修
、
航
空
自
衛

示
・
説
明
が
行
わ
れ
た
。

施
し
た
。

特
に
、
普
段
の
武
山
駐
屯
地
見
学
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ペ

味
を
持
っ
て
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
見
学
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が

き
た
い
」
と
し
て
い

る
。

地
域
の
方
々
と
の
連

携
を
大
切
に
し
た
い
。

よ
り
交
通
事
故
が
多

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

る
」
身
近
な
組
織
の

夏
特
有
の
解
放
感
に

発
さ
れ
る
こ
と
が
懸

子
供
た
ち
を
「
ま
も

一
つ
と
し
て
、
今
後


